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　長江さんは、2012年３月に近畿大
学薬学部を卒業。中国エリアを中心に
調剤薬局を展開するファーマシィ（広
島県福山市）に入社した。入社後、大
阪市内の大病院門前の薬局勤務を経
験。現在の薬局に勤めて２年半が経過
する。「はーと薬局」では100カ所以
上の医療機関から月間約3000枚の処
方箋を応需。さらに、近隣の基幹病院
からクリニックまでの幅広い在宅医療
も手掛けている。
　長江さん自身も先輩の薬剤師が取り
組んで来た在宅医療の現場を引き継ぐ
形で、現在、３軒の担当を任されてい

る。業務は、医療機関から送られて来
たFAX処方箋を調剤し患者の自宅まで
届けるというもの。在宅現場では、患
者の服薬管理や残薬確認、服薬状況や
体調などの聞き取りなど個別の患者に
合わせた対応が必要になる。
　「在宅医療の現場では、薬の話だけ
ではなく、栄養や生活指導など生活全
般など多岐にわたります。また、患者
さんを中心とした多職種の連携も重要
なポイントになります」と長江さん。
　地域包括支援センターの専門職会議
の場で、痛みがないにもかかわらず、
処方されたロキソニンを毎日服用して

いる患者さんがいるとの情報を受け、
そこで薬剤師の立場から患者に対応
し、問題解決が図れたケースもあると
いう。「月１回の訪問では、患者さん
の生活全般が把握できるわけではあり
ませんが、薬剤師としてできるフィジ
カルアセスメントを通して、きちんと
した服薬管理につなげていきたいで
す」と展望する。
  自身が目標とする薬剤師像は「薬だ
けではなく、糖尿病など、疾患に合わ
せた食事療法、運動療法、栄養療法、
サプリメントの提案など、総合的に患
者さんに対応できる薬剤師になりたい
です」と将来を見据える。
　一方、薬学生への就職活動では「長

期の実務実習の間に、病院、薬局のそ
れぞれの良い面が見えてきます。その
中で自分自身が、薬剤師として、何が
したいかを絞っていけば、それに合う
就職先が必ず見つかると思います」と
アドバイスする。長江さんの場合、実
務実習先が、エリアに数軒しかない、
まさに地域に必要とされる薬局だっ
た。そこで患者さんとの距離が近いと
感じたことが薬局を志望した理由の一
つだという。「私自身、O T C医薬品の
豊富なドラッグストアにも興味があっ
たのですが、実習を通して調剤薬局の
必要性を感じ、より患者さんのために
できることはなにか、ということに真
面目に取り組んでいる印象があった今
の会社を選択しました」という。
　続けて、「大学で習った基礎となる
薬の知識が現場ではとても役立ちます
が、患者さん目線でその知識を伝える
ためにはコミュニケーション能力も求
められます」と長江さん。さらに、薬
剤師を取り巻く環境の変化が、大学で
学ぶ内容の一歩先にあることを実感し
た上で、「現状の薬剤師業務変化にも
注視しながら、大学での勉強を頑張っ
てほしいです」とエールを送る。

「より患者のためにできること」
総合的に対応できる薬剤師へ

　近隣クリニックからの処方箋調剤と服薬指導、さらには在
宅医療の現場にも赴き、在宅患者の血圧のほか、パルスオキ
シメータを使用した動脈血酸素飽和度（SpO2）の測定を実施
し、それらバイタル情報を担当医に報告する――。大阪府藤
井寺市にあるファーマシィ「はーと薬局」で薬剤師として勤
務する長江香織さんの日常業務の一コマである。

長
江 

香
織
さ
ん

フ
ァ
ー
マ
シ
ィ「
は
ー
と
薬
局
」

　JACDSの「ドラッグストア業界研究
レポート2014後期」では、現在の業
界再編に関しては、「ドラッグストア

　日本チェーンドラッグストア協会（JACDS）は
昨年11月に、「ドラッグストア業界研究レポート
2014後期」をまとめた。それによると、ドラッグ
ストア業界はJ A C D Sが設立された1999年頃には
約２兆円規模だったが、今日においては約３倍の
６兆円産業にまで成長している。同レポートでは、

「ドラッグストア業界は、長く続くデフレ不況の
中にあっても小売業界で唯一成長してきた業態」
と強調する。一方、成長の伸びは鈍化してきてお
り、初めてマイナス成長になる可能性があること
を指摘し、主因としては、①取り扱いカテゴリー
の業態エリアが７割近く、伸び代がない②ドラッ
グストア商圏の著しい狭小商圏化③再び起こって
いる業界再編の波④医薬品ネット販売の動きと対
応⑤消費税８％導入への現状――を挙げている。
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各社における再編の動きが活発になっ
てきている。この動きは業界マーケッ
トが伸び悩む中で、ドラッグストア各

社が資本を集約、集中して規模の大き
さをもって対応することを狙ったも
の」と指摘。「資本の論理から言って、
こうした動きは極めて妥当性がある
が、その一方で規模の大きさや思想の
異なった企業の集合化することが、む
しろ縮小化するマーケットへの対応を
困難にする場合が多い。仕入力や資金
力だけでは、狭小商圏化や高齢者ニー
ズに対応できないからだ。いずれにし
ても、新しい時代の消費構造や消費者
ニーズにしっかり対応できる経営構造
を持つプロトタイプを作り、徹底した
現場力を発揮することが重要となる」
としている。
　さらに、「“地域密着”が今後発展の
キーワードになる」との考えを提示。

「チェーンドラッグストアの場合、“地
域の健康”と言いつつも、本当に“地域”
との付き合い方をしてきたかといえば
疑問も多い。確かに“医薬品”をどこよ
りも安く、どこよりも多く売っている

ことから、その一部は実現されている
かもしれないが、生活者の健康づくり
を地域と共に実現しているとは言い難
い」とし、「“地域”とどう向き合い、
そこに住む生活者の健康を育み、しっ
かりと収益構造に結びつけることが、
ドラッグストア業界やドラッグストア
各社の最も大きな課題。大手ドラッグ
ストアのみならず、各地に存在する中
小ドラッグストアチェーンの新しい成
長の可能性が存在する」としている。
　その上で、「このまま衰退の道をた
どるのか、これを起点に再び成長業態
になるのか、ドラッグストア業界およ
び各社の対応にかかっていると言って
よい」との考えを示している。

　そうした中、具体的な業界再編の動
きの一つとして、昨年10月には小売
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ドラッグストアの動向

業界は大きく再編へ
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